
健康づくりの国民運動化健康づくりの国民運動化

○ 生活習慣病の特性，予防・治療等に関する正しい知識を共有する

○ 生活習慣を改善したいと思った者が容易に取り組むことが
できるよう、環境を整備する

ポピュレーション・アプローチ（社会全体への啓発）

国 民（関心の低い人を含む）

全ての国民に、わかりやすく、正しい情報が、繰り返し提供される

普段、健康に関心の
ある人にもない人にも

１に運動１に運動 ２に食事２に食事 しっかり禁煙しっかり禁煙 ５に５にクスリクスリ！！
「なぜ？」「どうやって？」を平易な言葉で

楽しく、簡単で、
手頃な

『キャンペーン』等を通して国民全体のコンセンサスを形成

民間の活力も活用した『人材』 『場所』 『サービス』などの環境の整備

身近で、無理なく、継続して取り組めるサービスが提供される

家庭でも、職場でも
日本全国どこでも

朝でも、昼間でも、夜でも
平日でも、休日でも

各種のシンポジウムやメディア
などあらゆる媒体で

国：
普及啓発手法、戦略等の提示

都道府県：
健康増進計画の策定

市町村：
住民に対する普及啓発の中心

関係機関：
（医療保険者、医療機関、教育機関、
マスメディア、企業等）

市町村等と連携した取組み
の展開

生活習慣の
改善

「良い生活習慣は、「良い生活習慣は、
気持ちがいい！」気持ちがいい！」

継続
・達成感
・快適さの実感
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国 民
民間
事業者

網羅的、体系的な保健サービスの推進網羅的、体系的な保健サービスの推進

【国民は・・・】
・ 健康度のチェックのために健康診査を受診

・ 有病者・予備群は、保健指導（生活習慣の改善を促す支援）を必ず受ける

【健康増進事業実施者（医療保険者、市町村、事業主）は・・・】
・ 適切な健診機会の提供

・ 健診をきっかけとした適切な保健指導を提供

【都道府県は・・・】
・ 住民の健康度把握のためのデータの収集・分析・評価

・ 健康増進計画の策定を通じた医療保険者や市町村等の役割分担と連携促進のための体制整備

【国は・・・】
・ 関係者が最大限活躍できる仕組みづくり

・ 科学的根拠に基づいたプログラムの提供

ハイリスク・アプローチ（有病者・予備群への個別対応）

都道府県

・健康増進計画の策定

地域特性を踏まえた
関係者の役割分担・
連携・協力体制の構築

国

・基本的事項の指針策定
・節目健診の徹底

・健診指針の充実

・民間を含むサービス提供

体制の構築 等

・科学的根拠に基づく
知見の提供
・健診項目

・保健指導プログラム 等

医療保険者

事業主

・健診／レセプトデータを
活用した保健事業の展開

市町村
・地域保健の推進

評価
調整

評 価

支 援

積極的活用
地域・職域連携推進協議会

保険者協議会

評価
指導

医療機関

有病者への
保健指導の
充実強化

連 携
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